
2 0 0 7

No.39

12
主
な
内
容

��������	 �������	
��
���������

�������	
��
���������

�������

�������	
��

�����
���
�������	
��
�����������
���������	
��

���
���
��������	�
��
����������
�������	
��

�����
���
��������	
��
���������
�������	
��
�������������



広報　常陸大宮　　　　平成１９年１２月号２
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増
え
続
け
る
犯
罪
。
新
聞
記
事
等
で
目

に
す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。　

　

市
内
に
お
い
て
は
、
近
年
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
大
宮
警
察
署
管
内
で

は
、
今
年
の
１
月
か
ら　

月
ま
で
の
街
頭

１１

犯
罪
（
＊
１
）
は
１
６
９
件
、
昨
年
の
１

月
か
ら　

月
ま
で
の
件
数
よ
り　

件
増
加

１１

４３

し
て
い
ま
す
。

　

街
頭
犯
罪
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
地
域

ご
と
に
見
る
と
、
空
き
巣
狙
い
は
、
署
在

地
管
内
（
＊
２
）
で
は　

件
、
駐
在
所
管

１４

内
で
は
、
諸
沢
地
区
、
檜
沢
地
区
で
は
各

３
件
、
野
口
地
区
、
長
倉
地
区
で
は
各
２

件
、
大
賀
地
区
、
玉
川
地
区
、
山
方
地
区
、

野
上
地
区
、
高
部
地
区
、
小
瀬
地
区
で
は

各
１
件
、
合
計　

件
発
生
し
て
い
ま
す
。

３０

　

忍
び
込
み
に
つ
い
て
は
、
署
在
地
管
内

で
は
３
件
、
駐
在
所
管
内
で
は
、
大
賀
地

区
２
件
、
高
部
地
区
９
件
、
野
口
地
区
３

件
、
檜
沢
地
区
、
小
瀬
地
区
で
は
各
１
件
、

合
計　

件
発
生
し
て
い
ま
す
。

１９

　

車
上
狙
い
に
つ
い
て
は
、
主
な
発
生
地

区
と
し
て
、
署
在
地
管
内
で
は　

件
、
駐

３０

在
所
管
内
で
は
、
玉
川
地
区
６
件
、
大
賀

地
区
４
件
、
山
方
地
区
、
野
上
地
区
で
は

各
３
件
、
下
小
川
地
区
４
件
、
高
部
地
区

２
件
、
野
口
地
区
１
件
と
な
っ
て
お
り
、

合
計　

件
発
生
し
て
い
ま
す
。

５４

　

乗
り
物
盗
に
つ
い
て
は
、
署
在
地
管
内

に
お
い
て
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
盗

の
被
害
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
駐
在
所
管
内
で
は
減
少
傾
向
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、　

件
も
発
生
し
て

６４

お
り
、
街
頭
犯
罪
の
中
で
一
番
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

＊
１　

街
頭
犯
罪
…
侵
入
盗
（
空
き
巣
・
忍

び
込
み
・
居
空
き
）、
乗
り
物
盗
（
自
動

車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
盗
）、
路
上

強
盗
、
放
火
、
性
犯
罪
、
ひ
っ
た
く
り
、

ス
リ
、
車
上
狙
い
、
侵
入
強
盗
（
住
宅
・

コ
ン
ビ
ニ
）
を
い
い
ま
す
。

＊
２　

署
在
地
管
内
…
大
宮
地
域
の
う
ち
大

場
・
大
賀
・
玉
川
・
世
喜
地
区
の
駐
在

所
を
除
く
地
区
。
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現
在
、
大
宮
警
察
署
で
は
、
毎
月
犯
罪

抑
止
日
を
設
け
、
犯
罪
発
生
場
所
の
防
犯

診
断
や
管
理
者
に
対
す
る
防
犯
対
策
の
要

請
を
行
っ
た
り
、
日
没
時
に
は
、
パ
ト

カ
ー
の
ラ
イ
ト
を
点
滅
さ
せ
市
内
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ミ
ニ

広
報
誌
等
を
発
行
し
、
発
生
地
域
住
民
へ

の
防
犯
の
呼
び
か
け
や
警
察
安
全
相
談
に

お
け
る
防
犯
指
導
、
各
種
会
合
の
場
に
お

け
る
防
犯
講
話
を
実
施
し
て
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ

る
下
校
時
の
児
童
の
お
迎
え
や
立
哨
指

導
、
ま
た
通
学
路
な
ど
に
は
防
犯
灯
を
設

置
す
る
な
ど
し
て
犯
罪
に
対
し
て
の
予
防

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
者
は
、
捕
ま
る
こ
と
を
い
つ
も
警

戒
し
て
い
ま
す
。
ジ
ロ
ジ
ロ
見
ら
れ
た

り
、
声
を
掛
け
ら
れ
た
り
す
る
と
通
報
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
り
、
実

行
に
移
せ
な
く
な
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
防
犯
に
備
え
る
と
と
も

に
、
皆
さ
ん
で
協
力
し
て
犯
罪
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

犯罪はいつ起こるかわかりません。皆さんが安心して生活していくためには、　犯罪はいつ起こるかわかりません。皆さんが安心して生活していくためには、
日頃から防犯の対策を行うとともに、地域で協力して行動することが大切です。日頃から防犯の対策を行うとともに、地域で協力して行動することが大切です。
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ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
、
自
分
自
身
や

あ
な
た
の
家
を
犯
罪
か
ら
守
り
ま
す
。
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― 
で
き
る
こ
と
は
必
ず
や
り
ま
し
ょ
う 
―

・
玄
関
や
窓
は
ツ
ー
ロ
ッ
ク
で
施
錠
を

・
在
宅
時
、
ゴ
ミ
捨
て
な
ど
で
短
い
時
間

の
外
出
で
も
、
こ
ま
め
に
施
錠
を

・
不
審
者
を
発
見
し
た
場
合
は
、
１
１
０

番
を

・
周
囲
か
ら
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
整
備
を

・
外
出
時
に
声
か
け

を
す
る
な
ど
、
近

所
付
き
合
い
を
大

切
に
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― 
窓
ガ
ラ
ス
等
の
補
強
を 
―

　

窓
ガ
ラ
ス
や
出
入
口
ガ
ラ
ス
を
破
る
手

口
（
ガ
ラ
ス
破
り
）
に
よ
る
侵
入
犯
罪
が
多

発
し
て
い
ま
す
。防
犯
対
策
に
は
、
窓
ガ
ラ

ス
の
補
強（
防
犯
ガ
ラ
ス
へ
の
交
換
、
あ
る
い

は
、
防
犯
ウ
ィ
ン
ド

ウ
フ
ィ
ル
ム
の
貼
付
」

と
ツ
ー
ロ
ッ
ク
「
補
助

鍵
」の
併
用
）な
ど
が

効
果
的
で
す
。
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― 
「
ピ
ッ
キ
ン
グ
に
錠
前
」と「
補
助
鍵
」 
―

　

マ
ン
シ
ョ
ン
、
住
宅
の
玄
関
、
勝
手
口

に
使
わ
れ
て
い
る
錠
前
が
、
依
然
「
ピ
ッ

キ
ン
グ
」、「
サ
ム
タ
ー
ン
回
し
」
な
ど
の

手
口
で
開
錠
さ
れ
る
侵
入
犯
罪
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
防
犯
対
策
に
は
、
ピ
ッ
キ
ン

グ
に
強
い
錠
前
へ
の
交
換
、
サ
ム
タ
ー
ン

回
し
対
策
器
具
、

ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト

を
つ
け
、
ワ
ン
ド

ア
ツ
ー
ロ
ッ
ク

（
補
助
鍵
）に
し
ま

し
ょ
う
。
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― 
家
の
外
に
も
工
夫
を 
―

　

塀
な
ど
は
、「
見
通
し
が
よ
く
、簡
単
に

乗
り
越
え
ら
れ
ず
、す
り
抜
け
ら
れ
ず
、上

方
へ
の
足
場
に
な
ら
な
い
」も
の
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、周
囲
か
ら
の
見
通
し
を

妨
げ
、侵
入
者
が
身
を
隠
せ
な
い
よ
う
に
、

庭
木
の
手
入
れ
は
こ
ま
め
に
行
い
ま
し
ょ

う
。
庭
や
敷
地
内
空
地
に
は
、足
音
が
立

つ
砂
利
な
ど
を
敷
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

門
に
は
門
扉
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
等
を
つ

け
る
な
ど
し
て
敷

地
内
へ
簡
単
に
出

入
り
で
き
な
い
よ

う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

最
近
は
、
全
国
的
に
子
ど
も
を
狙
っ
た

犯
罪
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

安
全
と
思
わ
れ
る
通
学
路
や
自
宅
近
く

で
も
、
周
囲
に
大
人
の
目
が
な
い
と
き
は

絶
好
の
犯
行
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

　

家
族
が
ず
っ
と
そ
ば
に
い
る
こ
と
は
、

実
際
に
は
難
し
い
こ
と
で
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
で
協
力
し
て
、
子
ど
も
を
守
り
ま

し
ょ
う
。
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・
ひ
と
り
で
遊
ん
で
い
る
子
や
、
暗
く
な

る
ま
で
遊
ん
で
い
る
子
に
は
、
早
く
帰

る
よ
う
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

・
公
園
や
子
ど
も
の
周
辺
を
う
ろ
つ
く
不

審
者
を
見
か
け
た
ら
、
声
を
掛
け
た

り
、
１
１
０
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

・
地
域
に
危
険
な
場
所
や
死
角
が
あ
っ
た

ら
協
力
し
て
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

・
登
下
校
時
に
パ
ト
ロ
ー
ル
や
あ
い
さ
つ

運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
犯
罪
者
は
、
地
域
住
民
の
視
線
を
嫌
が

り
ま
す
。

・「
１
１
０
番
の
家
」
や
地
域
住
民
の
目

で
子
ど
も
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。１１０番の家は、このマーク

の看板が目印です。
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年１２月号４

　市では、市民の皆さんに市の財政がどの
ように運営されているのか知っていただく
ために年２回、財政状況を公表していま
す。今回は、平成19年度上半期の状況を
お伝えします。
　一般会計当初予算では205億８千万円で
したが、その後、事業の追加などにより３
回の予算補正を行い、平成19年９月30日
現在の予算額は209億6,131万円となって
います。

歳出　支出済額　79億9,347万３千円
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市 債 の 状 況

構成比現在高科目

４．４％１２億７，０６３万５千円総 務 債

０．１％２，００５万７千円民 生 債

４．４％１２億６，２４４万８千円衛 生 債

３．２％９億２，４８１万５千円農林水産業債

０．４％１億１，１９７万５千円商 工 債

１２．４％３５億２，５８２万８千円土 木 債

７．５％２１億３，１９８万９千円公 営 住 宅 債

１．４％４億１，４３０万７千円消 防 債

７．２％２０億４，２４３万４千円教 育 債

０．２％５，４６７万円災 害 復 旧 債

０．１％１，４５４万１千円地域改善対策債

１６．３％４６億４，０２１万１千円合 併 特 例 債

１９．７％５６億２，３８５万６千円過疎対策事業債

２２．７％６４億８，４６３万円そ の 他

１００．０％２８５億２，２３９万６千円一般会計債合計

一般会計
主な財産の現在高

１００．０％１，４９６万円国保診療施設勘定

１００．０％２９億５，１０４万２千円公共下水道事業債

１００．０％３５億５，２５３万８千円農業集落排水事業債

１００．０％２億１，７８９万５千円戸別浄化槽整備事業債

１００．０％１９億９，３２２万７千円上水道事業債

１００．０％３１億１，７４１万円簡易水道事業債

１００．０％１億８，０４２万１千円宅地造成事業債

１００．０％３億８６５万円温 泉 事 業 債

特別会計

水道事業会計

２６，４７８人給 水 人 口

９，９３８件給 水 件 数

１，５２９，４３１�
／年

有 収 水 量

１１，１５２�
一 日 最 大
給 水 量

１０，２２７�
一 日 平 均
給 水 量

８１．７２％有 収 率

業務の状況

収支率収支額予算額区 分

５０．３％
３億４，１５１万

４千円
６億７，９３４万

２千円
収入収　

益 ２３．４％
１億５，８８４万

５千円
６億７，９３４万

２千円
支出

１０．２％
１，６１７万
１千円

１億５，８２１万
６千円

収入資　

本 １４．８％
６，２５２万
４千円

４億２，２８７万
３千円

支出

予算の収支状況

地方公営企業法第４０条の２
第１項の規定に基づく公表

�
�
�

�
�
�

※資本的支出額４億２，２８７万３千円に対して資本的収入額の不足額２億６，４６５
万７千円は，過年度分損益勘定留保資金，当年度分消費税及び当年度分地
方消費税資本的収支調整額で補てんする予定です。
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年１２月号５

一般会計　予算現額　209億6,131万円
歳入　収入済額　100億5,347万９千円
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（※上記の収入済額及び支出済額には、H１８年度からの繰越額は含まれていません。）

常陸大宮市の財政状況をお知らせします

特別会計の収支状況
支出済額収入済額予 算 額区 分

２０億５，８２９万円１９億７，３２８万６千円４８億６，２７８万８千円事 業 勘 定
国民健康保険
特 別 会 計

８，５９０万４千円１億７４９万２千円２億２，４００万円診療施設勘定

２０億３，５５４万２千円２０億５，２６６万１千円４９億２，１７７万５千円老 人 保 健 特 別 会 計

１億７，１９４万５千円２億６，４３２万６千円７億１，３７９万６千円公共下水道事業特別会計

６０万３千円３，０５９万６千円５５０万円公 営 墓 地 特 別 会 計

２億７，２７３万５千円３億５，１５９万３千円１２億６，６７０万円農業集落排水事業特別会計

１３億１６６万３千円１６億４，５３７万５千円３２億３，２８４万円介 護 保 険 特 別 会 計

２億９，５２３万７千円３億６，５５９万６千円８億６，９７０万円簡易水道事業特別会計

２７万３千円２，１７０万７千円７，７００万円宅地造成事業特別会計

１，６２４万８千円２，２５９万６千円８，３００万円戸別浄化槽整備事業特別会計

２千円５５万８千円４０万円那珂地方公平委員会特別会計

１億６８１万円２億５８万３千円２億５，５００万円温 泉 事 業 特 別 会 計

＊上記の金額は，平成１９年９月３０日
現在の住民基本台帳人口４８，１４３人
で算出しています。
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年１２月号６
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担　当　地　区連絡先氏　　名
旧栄町（１班～４班、９班～１０班、
１２班～１３班）５３－３３３２冨山　　浩

旧栄町（５～８班、１１班）５２－３５４７阿久津史雄
旧南町（１班～７班）、大林グランフォレ５２－０２３９根本　惠子
旧南町（８班～１６班）、コーポちのね５２－２６６５�橋　　博
旧中富（１班～４班、７班、１３班、１５班～１６班）５２－２２９５木村　雅子
旧中富（５班～６班、１４班、１７班）、
旧西町（８班～１２班）５２－０２２９大賀　　浩

旧抽ケ台（１班～８班、２０班、２３班）５２－０７９５會澤　澄美
旧抽ケ台（９班～１９班、２１班、２２班）５３－６６６２渡辺　則子
旧上町５２－１０８１鯉渕　浩子
旧下町５２－０５８７冨田　光江
旧北一、旧北二、旧寺町５２－００６２黒部　靖子
旧北三５２－０５１７萩谷　紀男
旧東富５２－０６７７萩谷　　進
旧姥賀、旧高渡５３－１８１７大賀　克己
旧野中（１班～９班）５２－３０９５河野由美子
旧野中（１０班～１５班）５２－２２９０中橋　　武
旧田子内（２班～４班、１０班、１３班、
１５班～２２班）５３－２１４０根本　益光

旧田子内（１班、５班～９班、１１班、
１２班、１４班）５３－０７１１山下　宣夫

東野（仲坪、上合、新谷、上町東、上町西、森）５３－３８４１安島　菊男
東野（蒲沢、第一、下町東、宿、下町西、
水引、泉団地１、梅田）５３－１９１６横山　　薫

東野（原東、前善久、駅前、南善久、善久、
東原、泉団地２、原内、梶住宅、原西）５３－６２５２梶　　文雄

八田地区（坪ノ内、高野、唐木田、
三蔵、二ツ塚）５２－２１９４宮崎　利貞

八田地区（宮前、堰ノ上、愛宕山、
西原、東原、御陣屋１～３）５３－２３９５増子　正子

若林全域５３－２５４４亘　　弘勝
上大賀全域５３－１７０３河野眞一郎
久慈岡全域５３－０１８０浅川　栄一
岩崎全域５２－１３９７小泉　孝治
鷹巣（戸の内、那須内、中坪、田中第１、諏
訪下、上坪東、上坪西、橋場前、橋場後）５２－１８７８藤田　光子

鷹巣（原、田中第２、大坂平後、瑞穂牧
場、原団地、河井台団地、犬追）５３－７６７０本橋　光子

小祝全域５２－２２９３後藤　豊一

担　当　地　区連絡先氏　　名
辰ノ口全域５３－００５２助川延生子
塩原全域５３－０３０３住谷　幸子
小倉全域５３－０８１２沼田　春夫
富岡全域５３－１１０１佐藤　幸枝
下岩瀬全域５２－２３５２中�　洽正
上岩瀬全域５２－３３９６小又　好弌
根本全域５３－４４５６秋山よし子
泉本郷、泉新道（第１０、第１４）、小林団
地、石川住宅５２－３５９５野上　正勝

泉新道（第１～第９、第１１～第１３、第
１５）、権現団地、西建住宅、片根住宅、
警察官舎、泉ニュータウン

５２－０６３８森田　節子

宇留野台全域５２－０７６４中村　陽子
宇留野圷全域５３－０５６４坂本　信子
下村田全域５３－２９８８寺門　静江
上村田全域５３－１３９３寺門ちゑ子
石沢（台、台東原、西浦、西浦東、東原、
赤城、ツインズコイズミ）５２－１７３９小泉　　進

石沢（引田、圷、額山西、額山東、額山
上、宮の脇、梶内、台北組）５２－３６０９小橋　正則

小場（新町第一、新町元、新町親和、新町中、古宿
更生、古宿相互、宮本、宮下、西城、内宿、城内）５３－５６１６大薗あい子

小場（宿道東、宿新生、共和、上町、
富士坂、滝沢、福山、富河原、高峯）５３－３６６６寺門　　博

小野（高ノ倉、宮下、宮内、塙、滝ノ上、大林）５３－２７０４四倉　豊子
小野（中道、原第一、原第二、前山、
雇用促進住宅）５３－２６９５宇留野弘子

三美（宿上町、西坪、安戸、沖ノ谷）５３－３１６１中山さち子
三美（清水、中崎西、中崎東、宿下町、
富士、泉沢、宿中町）５３－２５６２小森　勝一

西塩子全域５３－４２１０横山　　�
北塩子（待合、小割、井戸の上、細内、
後坪、北塩子団地、小割団地）５３－３５４８菊池　陽子

北塩子（下仲郷、上仲郷、下小貝野、
上小貝野、長井）５３－４０２５圷　佐代子

照田全域、北塩子（宮の森団地）５３－０９１１横山　幸男
大宮中学校学区５２－１８３６小泉　忠子
大宮第１中学校学区５３－４３１２石黒　逸子
大宮第２中学校学区５２－１５１５山�　邦子
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※  主任児童委員  児童に関わる相談・支援を専門に担当します。
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担　当　地　区連絡先氏　　名
山方（元上町、仲町、下町、市の沢、
上小池三、五、神奉地）５７－２２５５小河原種夫

山方（上小池一、二、四、下小池、台の内）５７－２０７３木村　理子
山方（和田、大久保、和田高山、東和田）５７－６０７７大津　清友
山方（新上町、新道、舘、根古屋、駒形
平、北皆沢）５７－２５４９根本　盛文

山方（芝、サンコーポラス、南皆沢）５７－２３１６猿田トミ子
野上（小屋場、上町、金田、篠の沢、
上の原、元倉、上の台、向大林）５７－３１６１坪井　幸雄

野上（原前、原下町、原道西、流田、
羽場前・後、羽場新道、滝沢）５７－２２９３金子　益枝

舟生（舟生一、二、三、舟生沢、栄坪、
上長久保、下台）５７－２５８０相沢　喜一

舟生（沢口、下の坪、岡坪、関沢、舟生岡）５７－３３５５小林　弘之
西野内全域５７－６４９５岡崎　安男
諸沢一区、北富田（秋葉、柳の草）５７－６７２８�沢　一男
諸沢二区５７－２３６１�沢　寿子
諸沢三区５７－６７３４菊池まさよ
諸沢四区５７－２４５７中島　和子
諸沢五区、北富田（田の平、笹山、
大崎、横手）５７－６１０８井上　保行

盛金（岡平、桧沢口）５７－９０２８�村　喜典
盛金（盛金宿一、二、平山）５７－９２０３菊池眞佐子
盛金（高井釣、後野、穴城）５７－９４６９川野邊耕機
家和楽全域５７－９２７８神長　正則
久隆全域５７－９１６０大森　�治
長沢全域、長田上区（榎木内、荒屋、
大田和、樅ノ木）５７－３５７０佐藤　忠彦

照田全域、長田下区（仲内、仲寺田、
寺内、カジヤ、羽出庭）５７－３２６２桐原　茂美

小貫全域５７－３６４６小林　欽也
照山全域５７－３５６３渡邊　恵子
野上、長田、照田、長沢、小貫、照山５７－３０２３長山　君江
山方、舟生、盛金、久隆、諸沢、北冨田５７－３９６１根本　紀子
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担　当　地　区連絡先氏　　名
高部（入桧沢下、入桧沢上）５８－３５８０河�　勝壽
高部（仲河戸下、仲河戸上）５８－３４９６河野　臣夫
高部（関山、谷熊）５８－３６３６桐花　　赳
高部（細草、大貝）５８－２９５９小室　　昇
小田野（小田野宿、小田野下）５８－２０５５湖口　和子
小田野（小田野中、小田野上）５８－２５４０田沢　和子
鷲子（鷲子下郷、袋木）５８－２９３１堀江　�一
鷲子（鷲子宿、仲島）５８－２５５５阿部　トモ
鷲子（花輪、田沢、鳥居土）５８－２４１０薄井　光男
桧沢地区（上檜沢、下檜沢、氷之沢）５８－２５５８小室美智子
嶐郷地区（高部、小田野、鷲子）５８－２６７６�野美智子

担　当　地　区連絡先氏　　名
野口１区（館、内古屋）５５－３６４４石川　晧一
野口２区（川端、下宿、中宿、上宿、
内原、市営住宅）５５－２３３９鈴木　利男

野口３区（滝若、津浪、西組）５５－２４９１篠田マサ子
野口平全域５５－３８５６石川　輝夫
門井全域５５－３６９２安藤はるよ
下伊勢畑（光戸、下の下、紺茶、大栗、細内）５５－２２４５安藤美代子
下伊勢畑（和田、古屋、久保、川畑、
大信、市営住宅）５５－２９７８�田　旬子

上伊勢畑全域５５－２６５４清水　冷子
檜山全域、下伊勢畑（相川）５５－２７８２青山　洋子
長倉全域（大倉を除く）５５－２６２８石澤　京子
野田全域５５－２３０１大森　一男
秋田全域５５－３２０９小林　洋子
中居全域５５－２０８６佐久間　昇
金井全域、長倉（大倉のみ）５５－３９７９田仲　和子
御前山地域全域５５－２７０４森戸　一枝
御前山地域全域５５－３８４０宮本　まり
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担　当　地　区連絡先氏　　名
那賀全域５６－２７１９石川　文子
下小瀬全域５６－３６０３三村　憲次
国長全域５６－３６５０岸　　民子
小玉全域５６－２５６５三村喜久男
上小瀬（下郷）５６－２１７９會澤ヤイ子
上小瀬（宿）５６－２４３３小室　絹江
上小瀬（本郷）５６－５０６８吉田かつゑ
上小瀬（川西）５６－２７７２橋本　紀一
上小瀬（西根）５６－３２０１関谷　幸代
大岩全域５６－２９０１佐藤　好美
小舟（小舟上）５６－２９４３内田　マサ
小舟（小舟下）５６－２３４６片岡　二己
油河内全域５６－３０９１�名紀美子
松之草全域、小瀬沢全域５６－２２０９桑名　祐子
吉丸全域５６－３３２６上久保ハツイ
入本郷全域５６－３１５８�名　　誠
千田全域５６－３１４０蓮田　富子
緒川地域全域５６－３８４３戸澤　　務
緒川地域全域５６－２９８１大武　克也

�������	
��
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担　当　地　区連絡先氏　　名
氷之沢（野沢）５８－３３６７栗田　久子
氷之沢（元沢、表郷）５８－２５１２相田　守治
下檜沢（下郷、宿三）５８－３２５８小林　千代
下檜沢（宿二、宿一）５８－２５５９小室須美子
下檜沢（仲郷、仲桧沢）５８－２７４４平塚　　勇
下檜沢（上郷）５８－３０７５平塚　正巳
上檜沢（下組）５８－２０３２長岡　和代
上檜沢（中組、上組）５８－２７６１川西　久志
高部（三ツ木、下町、上町）５８－３６８７和久　昭之
高部（東河戸下、東河戸上）５８－２６４３岡山　壽美
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年１２月号８

　

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
た
め　

月　

日

１０

２８

に
道
路
の
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

前
日
に
は
台
風
が
接
近
し
実
施
で
き
る

か
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
雲
ひ
と

つ
な
い
晴
天
の
中
、
地
域
の
住
民
と
中
学

生
合
わ
せ
て
１
１
’ ０
０
０
人
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
各
地
域
の
道
路
の
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
よ
り
可
燃
ご

み
３
’  ６
０
０�
、
カ
ン
１
’ ２
３
０�
、

ビ
ン
１
’  ２
９
０�
、
粗
大
ご
み
１
’  １
４

０�
を
回
収
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
テ

レ
ビ
や
車
の
部
品

な
ど
の
よ
う
に
、

粗
大
ご
み
と
し
て

出
せ
な
く
、
処
理

す
る
の
に
お
金
が

掛
か
る
物
が
捨
て

て
あ
る
の
が
目
立

ち
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
た
く
さ
ん
の

ご
み
が
街
頭
か
ら
な
く
な
り
、
町
が
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
き
れ
い
な
町
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル

を
守
っ
て
、
ご
み
を
出
す
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

��������

��������

　直接専門の処理業者あるいは購入
店　に依頼してください。
＊また、ベッドのマットレスは布とバネ
を分けないと収集できませんのでご協
力お願いします。

〈問い合わせ先〉
本庁環境課　�52－1111内線238

（１基につき限度額　３， ０００円　２基まで）

〈必要書類〉

　領収書の原本

（限度額　２０， ０００円）

〈必要書類〉

領収書の原本と保証書

の写し

●コンポスト容器・EMボカシ容器 ●電気式生ごみ処理機

▲EMぼかし容器 ▲コンポスト

　家庭から出るごみの３割は生ごみといわれていますが、生ごみ処理機

を用いることで減量化・堆肥化ができ、ガーデニングや家庭菜園に活用

できます。家庭でできるごみ減量の一つとして、始めてみませんか？

　市では、生ごみ処理機を購入した方に対して購入費用（消費税を除く）

の２分の１を補助しています。必要書類と口座番号が確認できるもの、

印鑑を持参の上環境課へ申請してください。

○家電４品目
（エアコン・テレビ・冷蔵庫・
洗濯機）
○パソコン ○車の部品
○タイヤ  ○バッテリー
○消火器 ○コンクリート
○石膏ボード ○ピアノ

など

〈問い合わせ先〉
本庁環境課　　　�52－1111　内線238

各総合支所市民課

山　方�57－2121　美　和�58－2111

緒　川�56－3991　御前山�55－2112
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元
常
陸
大
宮
市
議
会
議
員　

小
林　

勲
さ
ん

　

小
林
さ
ん
は
、

昭
和　

年
に
御
前

６０

山
村
議
会
議
員
に

当
選
、
町
村
合
併

後
も
常
陸
大
宮
市
議
会
議
員
と
し
て
、
平

成　

年
ま
で　

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
該

１８

２１

博
な
る
知
識
と
政
治
手
腕
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
、
議
会
議
長
、
議
会
副
議
長
、
総
務

常
任
委
員
会
委
員
長
等
の
要
職
を
歴
任
し

議
会
の
重
鎮
と
し
て
、
地
方
自
治
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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統
計
調
査
員　
　
　
　
　

圷　
　

進
さ
ん

　

圷
さ
ん
は
、
昭

和　

年
に
国
勢
調

２５
査
員
に
任
命
さ
れ

て
以
来
、
連
続　
１２

回
従
事
し
た
ほ
か
、　

年
の
永
き
に
わ
た

５５

り
林
業
セ
ン
サ
ス
、
事
業
所
・
企
業
統
計

調
査
、
工
業
統
計
調
査
、
商
業
統
計
調
査

及
び
茨
城
県
農
業
基
本
調
査
等
を
通
算　
９３

回
従
事
し
、
そ
の
責
務
を
確
実
に
遂
行
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和　

年
旧
野
口

２２

村
消
防
団
に
入
団
以
来
、
昭
和　

年
に
退

４２

団
す
る
ま
で　

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
地

２０

域
自
治
消
防
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

―　
教
育
標
語
で
表
彰　
―

　

み
ん
な
で
教
育
を
考
え
る
「
い
ば
ら
き

教
育
の
日
」
推
進
協
議
会
が
県
内
の
児
童

生
徒
か
ら
募
集
し
た
「
み
ん
な
で
教
育
に

つ
い
て
考
え
る
」
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
、
大
宮
西
小
学
校
６
年
の

県
知
事
賞
、
村
田
小
学
校
６
年

の
生
田
目
颯
さ
ん
が
日
本
放
送
協
会
水
戸

放
送
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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�
� 大宮西小学校（６年）

　
村田小学校（６年）
生田目　颯さん

　

大
宮
小
学
校
の
石
川
眞
澄
先
生
が
、
県

で
５
人
し
か
選
ば
れ
な
い
最
優
秀
教
員

（
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー　
オ
ブ　
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

ズ
）
に
選
ば
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
先
生
は
、
熱
心
な
自
己
研
鑽
に
基

づ
く
実
践
や
保
護
者
啓
発
等
を
行
い
、
平

成　

年
度
に
市
で
初
め
て
開
設
し
た
情
緒

１８
障
害
学
級
の
担
任
と
し
て
、
綿
密
な
個
別

の
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
障
害
の
あ
る
児

童
に
対
し
て
熱
意
あ
る
指
導
を
積
極
的
に

実
践
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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　農林水産大臣から、木村靖さん（野上）、
立原�さん（辰ノ口）、清水一夫さん（山
方）、増子義雄さん（野上）に感謝状が贈ら
れました。
　これは、永年にわたり農業経営統計調査
農家として、農林水産統計調査に協力され、
その功績が認められ授与されたものです。
　おめでとうございました。

農農農農農農農農農農農農農農林林林林林林林林林林林林林林水水水水水水水水水水水水水水産産産産産産産産産産産産産産大大大大大大大大大大大大大大臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣かかかかかかかかかかかかかからららららららららららららら感感感感感感感感感感感感感感謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝状状状状状状状状状状状状状状農林水産大臣から感謝状

増子　義雄さん清水　一夫さん立原　�さん木村　靖さん

（（（（（（（（（（（（（（
テテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィ
ーーーーーーーーーーーーーー
チチチチチチチチチチチチチチ
ャャャャャャャャャャャャャャ
ーーーーーーーーーーーーーー

オオオオオオオオオオオオオオ
ブブブブブブブブブブブブブブ

（
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー　

オ
ブ

テテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィ
ーーーーーーーーーーーーーー
チチチチチチチチチチチチチチ
ャャャャャャャャャャャャャャ
ーーーーーーーーーーーーーー
ズズズズズズズズズズズズズズ
））））））））））））））

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
）

―　
優
秀
教
員
表
彰　
―

い
ば
ら
き
教
育
の
日
に

ご本人の希望により
氏名・顔写真を
取り下げました。 

na054
四角形
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年１２月号１０

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７
」が

　

月　

日
、
本
県
で
開
幕
し
、
那
珂
市
の

１１

１０

笠
松
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
か
れ
た

総
合
開
会
式
を
皮
切
り
に
、　

種
目
の
ス

２５

ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会
と
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
県
内　

市
町
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、　

２１

１３

日
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
閉
会

式
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

常
陸
大
宮
市
で
は
、　

日
・　

日
の
２

１１

１２

日
間
、
西
部
総
合
公
園
体
育
館
に
お
い

て
、
な
ぎ
な
た
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
　

日
は
、
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て

１１
開
始
式
、「
公
開
演
武
」
と
し
て
な
ぎ
な
た

古
流
の
形
の
披
露
、
常
陸
大
宮
市
ね
ん
り

ん
ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
コ
ー
ラ
ス
」、
午
後
か

ら
演
技
競
技
、
交
流
試
合
（
団
体
戦
）
２

回
戦
ま
で
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
は
、
交
歓
試
合
（
個
人
戦
）、
３

１２
回
戦
か
ら
の
交
流
試
合
、
午
後
か
ら
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら
出
場
し

た
選
手
は
練
習
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
、
演

技
競
技
に
は
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
準
優

勝
及
び
第
３
位
に
、
交
歓
試
合
で
は
、
６

人
が
出
場
し
、
う
ち
１
人
が
準
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
表
彰
式
後
に
は
塩

田
小
学
校
児
童
に
よ
る
「
子
ど
も
歌
舞

伎
」、
保
育
園
児
に
よ
る
「
太
鼓
演
奏
」

が
行
わ
れ
、
大
会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り

ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
常
陸
大
宮
高
等
学
校
、

大
宮
中
、
第
一
中
、
第
二
中
、
山
方
中
学

校
の
生
徒
を
は
じ
め
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

無
事
に
閉
幕
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。



ねんりんピック茨城2007ねんりんピック茨城2007

広報　常陸大宮　　　　平成１９年１２月号１１

　

大
宮
地
域
で
は
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
３
会
場
に
お
い
て
、
囲
碁
大
会
や
将

棋
大
会
、
美
術
展
、
華
道
展
、
茶
会
、
ダ

ン
ス
発
表
会
、
吹
奏
楽
団
演
奏
会
な
ど
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
大
宮
地
域
の
各
小
学
校
の

児
童
生
徒
を
は
じ
め
、
ク
ラ
ブ
や
公
民
館

講
座
所
属
の
方
、
個
人
の
方
な
ど
、
各
方

面
か
ら
幅
広
い
参
加
が
あ
り
、
日
ご
ろ
の

練
習
や
学
習
の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
方
地
域
で
は
、　

月
２
日
か
ら
４
日

１１

ま
で
、
山
方
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
公
民
館
講
座
生
、
文
化
協
会
会
員
、

地
域
の
保
育
所
（
園
）、
小
中
学
校
、
高
校

生
、
一
般
の
方
か
ら
の
作
品
約
１
２
０
０

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
文
化
団
体
に
よ
る
芸
能

発
表
会
が
開
か
れ
、
１
７
５
人
の
方
が
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
民
謡
歌
手
の
山

本
謙
司
さ
ん
の
民
謡
と
津
軽
三
味
線
女
性

ユ
ニ
ッ
ト
の
来
世
楽
さ
ん
に
よ
る
三
味
線

が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
会

場
に
は
た
く

さ
ん
の
人
々

が
訪
れ
、
大

い
に
賑
わ
い

を
み
せ
ま
し

た
。

　

美
和
地
域
で
は
、
菊
の
香
薫
る
さ
わ
や

か
な
秋
空
の
下
、　

月
３
・
４
日
、
美
和

１１

中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
美
術
作
品
展
示

や
芸
能
発
表
、
郷
土
色
の
あ
る
手
づ
く
り

品
の
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
文
化

協
会
会
員
や
公
民
館
講
座
生
、
個
人
で
研

鑚
を
積
ん
で
い
る
方
、
幼
稚
園
や
学
校
か

ら
の
参
加
な

ど
各
方
面
か

ら
幅
広
い
参

加
が
あ
り
、

日
頃
の
練
習

や
学
習
の
成

果
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

緒
川
地
域
で
は
、　

月　

・　

日
、
緒

１１

１７

１８

川
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

学
校
や
一
般
の
方
か
ら
出
品
さ
れ
た
陶

芸
や
生
花
、
絵
画
や
習
字
な
ど
の
作
品
が

展
示
さ
れ
、
ま
た
郷
土
料
理
の
試
食
や
健

康
推
進
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
多
く
の
方
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
団
体
に
よ
る
芸
能
発
表
会

の
ほ
か
、
吉
田
兄
弟
に
よ
る
津
軽
三
味
線

の
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
々

は
す
ば
ら
し

い
三
味
線
の

音
色
に
聞
き

ほ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
　

月　
１１

１８

日
、
御
前
山

総
合
支
所
敷　１１月２５日、御前山市民センターにおい

て、辛坊治郎氏を迎えた「生涯学習講演会」
が開催されました。
　講演テーマは「ニュースのウラを読む」。
　キャスターとして活躍されている辛坊氏
は、情報の正しい選び方について語られま
した。
　会場に集まった方々は、ユーモアを交え
た話に心和ませながらも、真剣な表情で聞
き入っていました。
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地
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
地
域
内
の
幼
稚
園
・
小
中
学
生
の
書

道
・
絵
画
の
作
品
約
３
２
０
点
、
ま
た
一

般
の
方
か
ら
は
様
々
な
定
期
講
座
等
の
作

品
約
２
５
０
点
が
展
示
さ
れ
、
日
頃
の
学

習
の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た

人
は
、
皆
さ
ん
感
心
し
て
作
品
を
眺
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
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生涯学習講演会
―　御前山地域　―

▲大宮地域

▲美和地域 ▲山方地域

▲緒川地域

▲御前山地域



広報　常陸大宮　　　　平成１９年１２月号１２
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月　

日
、
歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館
で

１１

１８

開
催
し
て
い
た
企
画
展
「
水
戸
藩
の
利
水
事

業
と
永
田
家
三
代
」
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
永
田
家
ゆ
か
り
の
史
跡
を
め
ぐ
る
見
学

会
を
行
い
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の

下
、
市
内
外
か
ら　

人
が
参
加
し
、
資
料
館

３５

調
査
研
究
員
の
野
上
平
先
生
の
案
内
で
、
水

戸
藩
の
三
代
江
堰
と
い
わ
れ
る
岩
崎
・
辰
ノ

口
・
小
場
江
堰
を
は
じ
め
、
佐
竹
氏
に
よ
っ

て
戦
国
期
に
開
発
さ
れ
た
と
い
う
金
山
跡
や

永
田
勘
衛
門
が
開
い
た
暗
渠
式
水
道
「
山
寺

水
道
」
な
ど
、
当
市
と
常
陸
太
田
市
の
史
跡

８
か
所
を
見
学
し
ま
し
た
。
今
か
ら
約
３
５

０
年
前
、
先
人
た
ち
が
多
く
の
田
に
水
を
引

く
た
め
に
重
ね
た
苦
労
の
跡
が
、
市
内
の
あ

ち
こ
ち
に
み
ら
れ
る
こ
と
に
参
加
者
の
皆
さ

ん
も
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
常
陸
大
宮
市
を

再
発
見
す
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

月　

日
、
火
災
等
が
発
生
し
た
場
合
を

１１

１９

想
定
し
、
来
庁
者
や
職
員
の
安
全
確
保
、
消

防
機
関
と
の
円
滑
な
協
力
体
制
を
確
立
す
る

た
め
、
市
役
所
本
庁
舎
に
お
い
て
職
員
対
象

と
し
た
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
２
階
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー

か
ら
出
火
し
、
市
役
所
北
側
玄
関
に
避
難
す

る
と
い
う
も
の
で
、
参
加
し
た
職
員
は
課
内

で
重
要
な
も
の
を
持
ち
避
難
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
心
肺
蘇
生
や
応
急
手
当
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

操
作
法
の
救
急
訓
練
や
消
火
器
や
消
火
栓
を

使
っ
た
初
期
消
火
訓
練
を
行
い
、
参
加
者
は

真
剣
な
表
情
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
行
動

を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

順不同・敬称略
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部
教
授
を
務
め
る
数
学
者
で
あ
る
傍
ら
、
日

本
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
協
会
名
誉
理
事
と
し
て
も

ご
活
躍
の
大
道
芸
人
で
す
。
幼
少
時
代
の
出

来
事
や
父
親
か
ら
の
教
え
、
国
籍
・
民
族
な

ど
に
と
ら
わ
れ
ず
、
世
界
的
視
野
と
行
動
力

で
歩
ん
で
き
た
人
生
を
、
広
い
教
養
と
得
意

の
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
と
シ
ガ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

使
っ
た
大
道
芸
を
交
え
て
の
楽
し
い
講
演
で

し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
か
ら
降
り
て
来
場
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
気
さ
く

な
一
面
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
鷲
子
区
・
高
部
第
１
区
の
歩

１１

１８

く
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鷲
子
運
動
広
場

を
ス
タ
ー
ト
し
鷲
子
山
ま
で
の
片
道
約
５
㎞

の
コ
ー
ス
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
晴
天
の

下
、
足
取
り
も
軽
く
、
鷲
子
山
上
神
社
ま
で

歩
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
鷲
子
山
上
神
社
の
１
２
０
０
年

祭
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
、
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
。
楽
し

い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　

月
７
日
、
美
和
工
芸
ふ
れ
あ
い
セ
ン

１１
タ
ー
に
お
い
て
、
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル

氏
を
迎
え
、「
平
成　

年
度
美
和
地
域
文
化

１９

講
演
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ク
ル
氏
は
、
早
稲
田
大
学
理
工
学
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《
奨
学
基
金
へ
寄
付
》

《
常
陸
大
宮
市
へ
寄
付
》

美和木材協同組合
木製ベンチ１基

（市民バス市役所停留所設置）

（株） 東京電力
防犯灯25基

常陸大宮地区民生委員
児童委員協議会
会長　中�　孝子
一金　30,000円
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生
活
習
慣
病
予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、

那
珂
医
師
会
に
よ
る
健
康
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　

月
２
日
に
山
方
地
域
、　

日
に

１０

１７

大
宮
地
域
、　

日
に
緒
川
地
域
、　

日
に
御

２５

３０

前
山
地
域
、　

月
２
日
に
美
和
地
域
に
お
い

１１

て
行
わ
れ
、
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
起
こ
る
高

血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
な
ど
「
サ
イ
レ

ン
ト
キ
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
生
活
習
慣
病
を

テ
ー
マ
に
、
そ
の
原
因
や
予
防
法
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
大
串
医

院
院
長
大
串
利
弘
先
生
、
丹
治
医
院
院
長
丹

治
正
男
先
生
、
岡
崎
外
科
医
院
副
院
長
岡
崎

匡
雄
先
生
、
一
貫
堂
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
矢
数
と

も
子
先
生
、
国
保
美
和

診
療
所
所
長
薄
井
尊
信

先
生
が
当
た
ら
れ
、
延

べ
３
７
５
人
の
方
々
が

真
剣
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。
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平
成
７
年
度

か
ら　

年
度
の

１９

　

年
間
に
か
け

１３て
整
備
さ
れ
て

き
た
、
奥
久
慈

グ
リ
ー
ン
ラ
イ

ン
林
道
照
山
線

約
７
・
４�
の

竣
工
式
が　

月
１１

　

日
、
現
地
で

２１行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
矢
数
市
長
、
橋
本
知
事
を
は

じ
め
、
多
く
の
関
係
者
が
出
席
し
、
山
々
の

紅
葉
が
映
え
る
中
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
記
念

植
樹
が
行
わ
れ
、
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

����������
　

御
前
山
（
１
９
３
ｍ
）
の
山
麓
に
は
、
那

珂
川
の
支
流
で
あ
る 
皇  
都 
川
が
流
れ
、
そ
の

こ
う 
と

清
流
と
「
御
前
山
ケ
ヤ
キ
展
示
林
（
明
治　
１７

年
植
栽
）」は
す
ば
ら
し
い
景
観
を
作
り
出
し

て
い
ま
す
。
春
先
に
は
、
カ
タ
ク
リ
、
ア
ズ

マ
イ
チ
ゲ
、
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ

等
が
賑
わ
い
ま
す
。
し
か
し
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ

捨
て
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
　

月
８
日
、
茨
城
森
林
管
理
署
主
催
に
よ

１１
る
「
御
前
山
ケ
ヤ
キ
展
示
林
周
辺
ク
リ
ー
ン

活
動
」
で
は
、
常
陸
大
宮
市
立
野
口
小
学
校

５
・
６
年
生　

人
が
「
緑
の
少
年
団
活
動
」

２４

の
一
環
と
し
て
、
カ
ン
、
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
約　
�
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し

５０

た
。
下
流
域
の
水
源
に
も
な
っ
て
い
る
こ
の

地
域
。
毎
年
少
し
ず
つ
で
す
が
、
美
し
い
水

辺
林
を
後
世
に
残
す
た
め
、
地
道
に
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ト
を
計
画
。
生
徒
も
ス
テ
ー
ジ
上
で
一
緒
に

演
奏
す
る
予
定
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
高
校
１
年
生
や
中
学
生
対
象
と
し

た
オ
カ
リ
ナ
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
高

校
生
は
、
選
択
音
楽
の
時
間
に
直
接
宗
次
郎

氏
か
ら
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、
授
業
で
練
習
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、　

月　

日
に
は
、
第
１

１１

１１

回
オ
カ
リ
ナ
教
室
を
開
催
し
、
中
学
生　
１７

人
、
近
隣
の
一
般
の
方　

人
が
宗
次
郎
氏
か

１２

ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成　

年
、
小
瀬
高
校
は
創
立
１
１
０
周

２１

年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
宗
次
郎
氏
に
よ
る
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
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月　

日
、
御
前
山
地
域
に
お
い
て
、
茨

１０

２１

城
県
自
然
歩
道
利
用
促
進
協
議
会
の
主
催
に

　
　

月
７
日
、
塩
田
小
学
校
を
会
場
と
し

１１
て
、
家
庭
教
育
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
よ
り
約
１
７
０

人
の
参
加
が
あ
り
、
水
戸
女
子
高
等
学
校
長

鈴
木
康
之
氏
の
司
会
に
よ
り
、
パ
ネ
リ
ス
ト

水
府
学
院
首
席
柳
下
明
氏
、
元
県
電
話
相
談

員
川
上
勉
氏
の
三
者
に
よ
る
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
の

中
に
は
『
ど
の

家
庭
も
起
こ
り

う
る
…
対
岸
の

火
事
と
思
う
こ

と
な
く
、
子
ど

も
と
の
対
話
を

大
切
に
し
て
い

き
た
い
。』と
の

感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

よ
る
第　

回
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｉ
ウ
ォ
ー
ク

２６

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
か
ら
集
ま
っ
た
１
６
０
人
の
参
加
者

の
も
と
、
御
前
山
総
合
支
所
を
出
発
し
、
道

の
駅
「
か
つ
ら
」
で
休
憩
を
と
り
、
青
少
年

旅
行
村
で
は
、
昼
食
に
地
元
伊
勢
畑
女
性
会

の
協
力
に
よ
り
、
豚
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
皆

さ
ん
元
気
に
御
前
山
総
合
支
所
ま
で
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
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　１１月１８日、玉川地区内、蒲沢集会所及び法専寺を会場に、奥久
慈県立自然公園を良くする会主催による「玉川の里秋まつり」が
行われました。
　会場では、つきたてのお餅や新米でたいた赤飯、豚汁をはじめ、
新鮮な野菜や手工芸品が販売されました。
　また、ステージではあゆみ保育園児による和太鼓演奏や地元の
人が参加して歌や踊りが披露され、地域の交流も深まりました。
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　１１月１日、市食生活改善推進員連絡協議会
主催の料理コンクールが緒川総合センターで
開催されました。

　今年は、ごぼうを使用した料理を生活習慣病予防のために必
要な野菜の摂取をテーマに、我が家自慢の料理を各支部より１
品で合計５品が出品されました。副市長・保健福祉部長・各総
合支所福祉健康課長・栄養士・協議会会長など１３人の審査の結
果、美和支部の小室美智子さんの「ごぼう入り肉団子」が最優
秀賞、山方支部の高村君江さんの「どんぐりコロコロ」が優秀賞に選ばれました。
　この２作品は、来年２月８日に行われる常陸大宮保健所管内料理コンクールに常陸大宮市食生活改善推
進員代表として出品されます。
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�材料（４人分）�
豚ひき肉 ３００g 春雨 ５０g
ごぼう ５０g ハーブ 適宜
しいたけ 中２枚 揚げ油
長ネギ ５０g からし
  酢じょうゆ
　　塩 少々 こしょう 少々
　　卵 １個 片栗粉 大さじ２

�栄 養 価
エネルギー ２７０kcal たんぱく質 １６．１g
脂質 １４．１g 食塩 　１．０g
�材 料 費 １人分　１９６円
�料理時間 ２０分

Ａ

�作り方�
①ごぼう・しいたけ・長ネギはみじん切りにする。
②ボウルにひき肉を入れ、粘りが出るまでよく混ぜる。
野菜を加えさらに練る。

③②にＡを加える。
④③を同じ大きさの団子状にし、１６０度の油で、均一にな
るようにかき混ぜながら揚げる。中心まで火が通った
ら一度取り出す。

⑤油を１８０度に上げて、肉団子を戻し入れる。表面が色
づき、カリッとしてきたら取り出す。

⑥春雨を油で揚げる。
⑦春雨を器に盛り、肉団子をのせてハーブを飾る。
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▲最優秀賞「ごぼう入り肉団子」
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日
ご
と
に
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
お
宅
の
水
道
管
の
防
寒
対
策
は
大
丈
夫

で
す
か
？

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と
、
蛇
口
や
水
道
管
、
水
道
メ
ー
タ
ー
器
が
凍
っ
て

水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
庭
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

で
、
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
今
の
う
ち
に
防
寒
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

○
北
向
き
の
木
陰
に
あ
る
水
道
管

○
風
あ
た
り
の
強
い
場
所
に
あ
る
水
道
管

○
水
道
管
が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

○
屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口

�
�
�
�
�
�
�
	



　

水
道
管
に
毛
布
や
保
温
材
を
取
付
け

て
、
そ
の
上
か
ら

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

な
ど
を
巻
き
付
け

て
保
温
材
が
ぬ
れ

な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、
凍
っ
た

部
分
に
タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
ゆ
っ
く

り
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

急
に
熱
湯
を
か
け
る

と
、
水
道
管
や
蛇
口
の

破
裂
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
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�
�
�
�
�
	


�
�



　

量
水
器
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
止
め

て
く
だ
さ
い
。
止
水
栓
を
閉
め
て
も
止
ま

ら
な
い
場
合
に
は
、
破
裂
し
た
部
分
に
布

や
テ
ー
プ
を
巻
き
応
急
処
置
を
し
た
後
、

市
指
定
給
水
装
置
工
事
業
者
へ
修
理
（
有

料
）
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
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▲細かくした発泡スチロー
ルをビニール袋に入れる。

▲量水器ボックス内に
隙間無く詰める。
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･･･シリーズ⑩男女共同参画
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▲介護ストレスについて学ぶ皆さん

▲

本
庁
南
側
入
口
に
設
置
し
た
看
板
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年１２月号１７
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　１０月２８日、消防団緒川支団は、緒川地域の名所である江畔寺の協
力を得て火災防ぎょ訓練を実施しました。
　今回の訓練は、焚き火の火の粉が本堂に燃え移り拡大、消火作業
中の２人が負傷したとの想定で実施し、訓練には江畔寺住職、区民、
緒川支団、西消防署が参加し、放水中継訓練、無線運用訓練、救出
救護訓練、さらに付近住民による水バケツによる初期消火など実践
さながらの訓練を実施しました。最後に江畔寺住職の横井悦心氏に
江畔寺の歴史、由来などのお話をいただき解散となりました。

　１０月２７日、嶐郷女性防火クラブ（河野政代会長）が地元老人会（吉田千
歳会、福寿会）２２人と交流会を実施しました。西消防署員による救急や防
火についての講和を聞いた後、防火クラブ員とゲームなどを実施し、手作
りの昼食を食べ閉会となりました。参加した皆さんは、口々に「これから
も防火に努め、元気に過ごしたい。」と話をしていました。また、河野会
長はこれからも地域交流を深め、お年寄りが安全安心な生活が出来るよう
に努めていきたいとのことでした。
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　いよいよ師走。風邪、降雪による交通事故や転倒事故、アルコール中毒、餅によ
る窒息など色々な救急事故が予想されます。
　年末年始に起こり得る救急事故などに対処し、快適な年末年始を過ごしましょう。

　昨年末から年始にかけて降雪が少なかったせいもあり、雪による大きなスリップ事故での救
急出場はありませんでした。しかし、雨により夜半から朝にかけて厳しい冷え込み路面凍結に
よるスリップ事故が多発しました。

〈対処のポイント〉
　スタッドレスタイヤやチェーンを装着し、凍結した道路などでは急ブレーキは極力避け、エンジンブレーキやブレー
キの踏み分けなどのテクニックを心がけてください。また、建物や山の北側、橋の上などは凍結し易いので特に注意し
てください。凍結した路面などでは歩行者も同じです。滑りにくい靴底の靴を履きましょう。ジャケットやズボンに手を入
れていると転倒した際は大怪我につながりますので注意してください。

　当消防本部管内では、正月に限らず、餅を食べ窒息した事例が発生しています。餅の貯蔵技
術の発達や餅つき機の発達により容易に出きるようになった為と考えられていますが、通信指
令員による通報者への口頭指導により餅を取り除き、難を逃れた事例が２件、救急講習会の受
講者がハイムリック法にて除去した事例が１件あります。

〈対処ポイント〉
　餅や肉は、小さく切って食べ易い大きさにしましょう。また急いで飲み込むことなく、ゆっくり噛んで
飲み込むようにすると良いでしょう。もしものことを考え、高齢者や子どもには一人で食べさせる事は
避けてください。喉に食物が完全に詰まると声が出ません。苦しいと両手で喉を押さえます。（チョーク
サイン）救助する方は、落ち着いてSOSシグナルを正確に感じ、背中を叩いたり（背部叩打法）や後
方から抱え腹部に圧迫を加える（ハイムリック法）を身に着けておくと良いでしょう。
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　救急車は、けがや急病などで緊急に病院に搬送しなければならない
傷病者のためのものです。緊急ではないのに救急車を要請すると、本当
に救急車を必要とする事故が発生した場合、遠くの救急車が出動するこ
とになり、到着が遅れることで、救える命が救えなくなる恐れがあります。
　緊急性がなく自分で病院に行ける場合は、救急車以外の交通機関等
を利用してください。
　傷病者の様子や事故の状況などから、急いで病院へ連れて行った
ほうがよいと思ったときには、迷わず１１９番通報をしてください。
　救急車を本当に必要とする人のために、皆さんのご理解とご協力
をお願いします。

��������	
��
　現場付近に到着すると、地域的
にわかりづらい場所もあるので、
合図をお願いします。また、家族
等から症状、日ごろの状態等をお
聞きします。それと同時に傷病者
の方に応急処置を行い、受入医療
機関への電話連絡と受入の確認を
してから病院への搬送をします。
救急車のサイレンが聞こえて近く
にきたら誘導をお願いします。
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☆順不同・敬称略
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月　

日
、市
教
育
委
員
会
主
催
の
市
民

１１

２５

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
コ
ー
ス　

チ
ー
ム
、中
学
生

２１

コ
ー
ス
６
チ
ー
ム
、家
族
コ
ー
ス　

チ
ー

１２

ム
、１
５
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。今
年

は
、上
野
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
と
す
る
新

し
い
コ
ー
ス
が
で
き
、コ
マ
図
に
し
た

が
っ
て
４
�
か
ら
６
�
の
コ
ー
ス
間
で
問

題
を
解
い
た
り
、地
域
の
文
化
や
自
然
を

観
察
し
た
り
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
、参
加
者
は
友
達
や
家

族
と
楽
し
い
一
日
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。

　

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟（
中
村
稔
会
長
）

主
催
に
よ
り
、　

月
４
日
、
西
部
総
合
公

１０

園
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　

チ
ー
ム

１７

が
参
加
し
ま
し
た
。

優　

勝　

グ
ル
ー
ビ
ー

準
優
勝　

大
宮
ユ
ア
ー
ズ

第
３
位　

ウ
イ
ン
グ
ス
・フ
ォ
ル
タ
ー
ズ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　
　

月　

日
、
御
前
山
総
合
運
動
公
園
体

１０

２８

育
館
に
お
い
て
、
御
前
山
地
域
内
の
小
・

中
学
校
・
幼
稚
園
か
ら
P
T
A
会
員
で
構

成
し
た
９
チ
ー
ム 
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
子
ど
も
達
か
ら
大
き
な
声

援
が
送
ら
れ
、
心
地
よ
い
汗
を
か
い
て
大

会
が
終
了
し
ま
し
た
。

優　

勝　

御
前
山
中
A
チ
ー
ム

準
優
勝　

野
口
小
６
学
年
チ
ー
ム

第
３
位　

野
口
小
選
抜
チ
ー
ム

　
　

月　

日
・　

月
４
日
の
２
日
間
、市
野

１０

２８

１１

球
連
盟（
塩
澤
實
会
長
）主
催
に
よ
り
、大

宮
運
動
公
園
市
民
球
場
と
西
部
総
合
公
園

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、常
陸
大
宮

市
近
郊
の　

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

１１

　

惜
し
く
も
、
三
菱
原
子
燃
料
（
東
海
村
）

に
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
フ
ジ
ノ
ン
水

戸（
常
陸
大
宮
市
）が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　
　

月　

日
、
市
テ
ニ
ス
連
盟
（
蝦
名
と

１０

２８

も
子
会
長
）
主
催
で
西
部
総
合
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
と
家
和
楽
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
行

わ
れ
、　

ペ
ア
が
参
加
し
ま
し
た
。

２８

【
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
】

優　

勝　

宇
留
野
・
貝
ペ
ア

準
優
勝　

貝
・
横
塚
ペ
ア

第
３
位　

金
子
・
大
塚
ペ
ア

【
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
】

優　

勝　

石
川
・
石
川
ペ
ア

準
優
勝　

早
川
・
神
賀
ペ
ア

第
３
位　

金
子
・
間
島
ペ
ア

　
　

月
２
日
か
ら　

月
１
日
ま
で
の
毎
週

１０

１１

火
・
木
曜
日
、市
内
の
小
学
生
か
ら
一
般
の

方
を
対
象
に
市
卓
球
連
盟（
寺
門
信
義
会

長
）主
催
の
卓
球
教
室
が
西
部
総
合
公
園
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。教
室
に
は　

人
６７

が
参
加
し
、市
卓
球
連
盟
の
方
が
指
導
に
あ

た
り
ま
し
た
。参
加
し
た
皆
さ
ん
は
真
剣

に
、ま
た
楽
し
く
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
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▲優勝したグルービーの皆さん

▲優勝した御前山中
Ａチームの皆さん

�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　９月２３・３０日、１０月１４日に全日本リトル野球協会主催に
より、千葉県の小見川グラウンド他６会場で開催されまし
た。千葉総武ブロック１３チームと茨城常陸ブロック１９チーム
が参加。ブロックごとに予選
を行い、各ブロック８チーム
ずつトーナメント方式で競わ
れ、みごと常陸大宮リトルリー
グが優勝に輝きました。
＊入団希望の方は、常陸大
宮リトルリーグ事務局
　（�５３－０３３９）まで

��������	

　第２４回茨城新聞社杯県小学生バレーボール大会（茨城
新聞社・県バレーボール協
会主催）が１０月２７・２８日、
西部総合公園体育館で行
われました。
　県内各地から３２チーム
の参加があり、熱戦のすえ
常陸大宮Ａがみごと初優
勝しました。
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月　

・　

日
、
常
陸
大
宮
市
サ
ッ

１１

１８

２３

カ
ー
連
盟
（
秋
山
充
会
長
）
主
催
に
よ
り
、

大
宮
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
他
２
会

場
で
行
わ
れ
、
常
陸
大
宮
市
近
郊
の　
１６

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

熱
戦
の
す
え
、
惜
し
く
も
太
田
中
学
校

に
２
対
０
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

大
宮
中
学
校
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
常
陸
大
宮
市
卓
球
連
盟

１１

１８

（
寺
門
信
義
会
長
）
主
催
に
よ
り
、
西
部
総

合
公
園
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
団
体
戦　

チ
ー
ム
、
個
人

１５

戦
で
は
４
部
門
１
７
８
人
が
参
加
し
、
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

〈
団
体
戦
〉

優　

勝　

球
友
ク
ラ
ブ
A

準
優
勝　

球
友
ク
ラ
ブ　
Jr

第
３
位　

市
役
所
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

球
友
ク
ラ
ブ
B

〈
Ⅰ
部　

男
子
〉

優　

勝　

遠
藤　
　

淳（
球
友
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝　

飯
村　

博
之（
球
友
ク
ラ
ブ
）

第
３
位　

川
上　

秦
之（
球
友
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　
　

薄
井　

茂
樹（
球
友
ク
ラ
ブ　

）
Jr

〈
Ⅰ
部　

女
子
〉

優　

勝　

坂
本　

陽
子（
球
友
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝　

藤
田　

優
希（
球
友
ク
ラ
ブ
）

第
３
位　

斉
藤　

光
代（
球
友
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　
　

小
室　
　

彩（
球
友
ク
ラ
ブ　

）
Jr

〈
Ⅱ
部　

男
子
〉

優　

勝　

桐
原　

隆
宏（
村
石
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝　

石
井　

哲
也（
東
信
電
気
）

第
３
位　

安
藤　

愼
一（
小
場
卓
球
愛
好
会
）

〈
Ⅱ
部　

女
子
〉

優　

勝　

根
本
貴
代
子（
村
石
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝　

川
�　

和
妹（
大
宮
卓
球
ク
ラ
ブ
）

第
３
位　

只
野　

俊
江（
村
石
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　
　

三
村　

弘
子（
小
場
卓
球
愛
好
会
）

〈
中
学
生
の
部　

１
年
生
男
子
〉

優　

勝　

飯
村　

直
哉（
球
友
ク
ラ
ブ　

）
Jr

準
優
勝　

川
崎　

睦
史（
球
友
ク
ラ
ブ　

）
Jr

第
３
位　

深
谷　

竜
馬（
大
宮
中
）

　
　
　
　
　

片
岡　

俊
介（
大
宮
一
中
）

〈
中
学
生
の
部　

１
年
生
女
子
〉

優　

勝　

松
本　

沙
織（
大
宮
一
中
）

準
優
勝　

中
村
ひ
ろ
み（
美
和
中
）

第
３
位　

大
越　

春
奈（
大
宮
中
）

　
　
　
　
　

小
室　

美
里（
大
宮
一
中
）

〈
中
学
生
の
部　

２
年
生
男
子
〉

優　

勝　

和
田　

好
弘（
大
宮
中
）

準
優
勝　

小
野　

裕
貴（
大
宮
一
中
）

第
３
位　

飯
村　

卓
斗（
球
友
ク
ラ
ブ　

）
Jr

　
　
　
　
　

金
子　

康
平（
大
宮
一
中
）

〈
中
学
生
の
部　

２
年
生
女
子
〉

優　

勝　

桑
名　

夏
純（
御
前
山
中
）

準
優
勝　

桑
名　

芽
依（
球
友
ク
ラ
ブ　

）
Jr

第
３
位　

長
岡　

泰
香（
美
和
中
）

　
　
　
　
　

廣
木　

優
香（
大
宮
一
中
）
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　１０月２８日、緒川やすらぎの里公園ＴＢＧ場にお
いて、市ターゲットバードゴルフ連盟（三村隆男
会長）主催によるターゲットバードゴルフ大会が
行われ、３４人の参加がありました。

（グロス／HDCP／ネット）
〈一般男子の部〉
優　勝　堀江　久雄（７９／６／７３）
準優勝　坂本　隆史（１０６／２４．４／８１．６）
第３位　小林　昇寿（８７／５／８２）
〈一般女子の部〉
優　勝　佐藤　澄枝（８２／１０／７２）
準優勝　古沢スガ子（８３／６／７７）
第３位　内田　勝子（８０／１／７９）
〈シニア男子の部〉
優　勝　磯野　豊孝（８０／６／７４）
準優勝　瀬谷　利男（７６／０／７６）
第３位　内田　甲平（８４／５／７９）
〈Gシニア男子の部〉
優　勝　生田目　保（７７／９／６８）
準優勝　栗田　　洋（９９／２６／７３）
第３位　川上　徹男（８７／１１／７６）

　１０月２４日、ロックヒルゴル
フクラブで開催され、８６人が
参加しました。
　当日は、天候にも恵まれ、表
彰式には、緒川地域体育協会
掛札会長より上位入賞者に賞
が渡されました。

（グロス／HDCP／ネット）
優　勝　五位渕　栄（７７／６．０／７１．０）
準優勝　古澤　　進（８０／８．４／７１．６）
第３位　長山　和義（７３／１．２／７１．８）
第４位　桑名　清巳（９０／１８．０／７２．０）
第５位　檜山　一郎（９０／１８．０／７２．０）

　１１月６日、市ゴルフ連盟（萩谷勝夫会長）主催によ
る大会が、サニーフィールドゴルフ倶楽部で行われ、
１４９人の参加のもと、ペリア方式で行われました。

（グロス／HDCP／ネット）
優　勝　長尾　　豊（１０５／４０．８／６４．２）
準優勝　長岡　久人（８４／１９．２／６４．８）
第３位　羽石　修一（８９／２４．０／６５．０）
第４位　川澄　常久（８０／１４．４／６５．６）
第５位　宇野　友康（８１／１４．４／６６．６）
〈男子ベストグロス〉　増子　秀典　７１（３５・３６）
〈女子ベストグロス〉　茅根　秀子　８８（４２・４６）
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　８月５日、大宮工業高等学校グラウンドにて、常陸大宮市子ども会球技大会
（ティーボール大会）が開催されました。子ども達は、大会に向けて、早朝や休日
に練習に励んできました。その練習の成果を、各小学校支部の大会を勝ち抜い
てきた１９チームで競い合いました。炎天下の中ではありましたが、子ども達の楽
しいそうな声や、保護者の歓声がグラウンドに響き渡っていました。
優　勝　若林・八田子ども会　　準優勝　山三子ども会
第３位　小野・三美子ども会
※ティーボール…飛んでくるボールを打つのではなく、バッティングティー

と呼ばれる細長い台にボールを置き、止まっているボー
ルをバットで打って遊ぶスポーツです。

���������	�

　１０月２０日、大宮工業高等学校体育館にて、「平成１９年度子ども会幹部研修
会」が開催されました。来年度、子ども会のリーダーとなる小学４・５年
生１２７人が研修を受けました。講師には、茨城県レクリエーション協会か
ら２人の先生を招き、仲間づくりゲームをしたり、意見交換をしながらグ
ループの意見をまとめたりしました。研修の終わった子ども達からは、
「知らない人ばかりだったけど、自然に友達になれた。」「話し合い活動を
通して、グループの人ともっと仲良くなれた。」などの感想がありました。
これから子ども会のリーダーとしておおいに活躍してください。

▲優勝した若林・八田子ども会の皆さん
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年１２月号２１
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広域連合が行う法律による給付は次のとおりです。
①療養の給付並びに入院時食事療養費、入院時生活療養費、保険外併用療養費、療養費、訪問看護療養費、特
別療養費及び移送費が支給されます。
②高額療養費及び高額介護合算療養費が支給されます。
③葬祭費が支給されます。

��������������		
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��

　同一月内の保険給付に係る医療費が高額になったときは、自己負担限度額を超えた分が支給されます。

※「＋１％」は、医療費が２６７，０００円を超えた場合、超過額の１％が追加負担となります。
※（　）内は年４回以上該当した場合の４回目以降の額となります。

������������

　外来については、同一月内に支払った金額を個人単位で合算して、自己
負担限度額を超えた分が支給されます。入院については、自己負担限度額
までの窓口支払となります。また、同一月内の外来と入院の自己負担額を
合算して、世帯単位の自己負担限度額を超えた分が支給されます。ただ
し、入院に係る食事代及び居住費等の自費分は除いて計算します。

��������������		��



　医療給付については、広域連合から原則として銀行振り込みによりお支
払いたします。

　今回は、来年４月からスタートする後期高齢者医療制度の中で、広域連合がどの様な医療給付を行うのかをお知らせ

します。なお、医療給付に係る各種申請は、本庁及び各総合支所窓口で手続きが出来ますのでご安心ください。
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　現在の老人保健制度と同じように、所
得に応じて自己負担割合が変わります。
　来年４月の制度施行時は、現在の自己
負担割合が継承されます。

� � � � � �
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自己負担限度額
所 得 の 区 分

世帯単位入　　院外　　来
８０，１００円+１％（４４，４００円）８０，１００円+１％（４４，４００円）４４，４００円現役並み所得者

４４，４００円４４，４００円１２，０００円一 般
２４，６００円２４，６００円

８，０００円
Ⅱ

低 所 得
１５，０００円１５，０００円Ⅰ
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緒
川
十
景
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る

大
根
田
願
入
寺
跡
。
そ
の
隣
に
は
清
龍
神
社

と
い
う
小
さ
な
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
い
わ
れ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

�
�
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�
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浄
土
真
宗
の
開
祖 
親  
鸞 
の
孫 
如  
信 
（
本
願

し
ん 
ら
ん 

に
ょ 
し
ん

寺
第
二
世
）
が
最
初
奥
州
白
河
郡
大
網
（
現

福
島
県
石
川
郡
古
殿
町
ま
た
は
西
白
河
郡
泉

崎
村
）
に
開
基
し
た
と
い
わ
れ
、「
奥
の 
御 ご

 
坊 
」「
大
網
御
坊
」
と
呼
ば
れ
た
由
緒
あ
る

ぼ
う寺

で
し
た
。
白
河
市
に
は
大
網
御
坊
の
後
身

で
あ
る 
常  
瑞  
寺 
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
如
信

じ
ょ
う 
ず
い 
じ

は
そ
の
後
、
常
陸
国
金
沢
（
大
子
町
）
の
草

庵
に
移
り
、
奥
の
御
坊
は
息
子
の 
浄  
如 
が
継

じ
ょ
う 
に
ょ

ぎ
ま
し
た
。
如
信
は
こ
の
金
沢
の
地
で
生
涯

を
終
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
更
に
如

信
の
孫 
空  
如 
の
と
き
に
奥
の
御
坊
は
「
願
入

く
う 
な

寺
」と
名
前
を
変
え
、

伏
見
院
勅
願
所
と
な

り
ま
し
た
。
第
八
世

 
如  
慶 
の
と
き
に
奥
州

に
ょ 
け
い

の
乱
の
戦
火
を
逃
れ

る
た
め
、
文
安
三
年

 （
一
四
四
六
）に
金
沢

か
ら
大
根
田
（
緒
川

地
域
）
の
地
に
移
っ

て
き
た
も
の
で
す
。

親
鸞
の
子
孫
た
ち
の

一
部
は
こ
の
時
期
奥

州
に
根
付
い
て
活
動

し
て
お
り
、
大
根
田

や
下
野
高
田 （
栃
木

県
二
宮
町
）
の
門
徒
た
ち
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
布
教
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
願
入

寺
は
荒
廃
し
な
が
ら
常
陸
国
内
を
転
々
と

し
ま
す
が
浄
土
真
宗
自
体
は
各
地
の
大
規

模
寺
院
を
拠
点
と
し
て
、
親
鸞
の
門
弟
や

親
族
が
中
心
と
な
り
大
き
な
勢
力
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
大
根
田
御

坊
の
如
慶
は
、
本
願
寺
中
興
の
祖
と
い
わ

れ
る 
蓮  
如 
の
東
国
下
向
を
助
け
、
資
金
面

れ
ん 
に
ょ

で
も
協
力
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
と
き
蓮

如
が
大
根
田
御
坊
宛
に
出
し
た
礼
状
が
現

在
も
大
洗
の
願
入
寺
に
遺
さ
れ
て
い
ま
す

 （
県
指
定
文
化
財
）。
大
根
田
に
移
転
し
た

後
も
願
入
寺
の
移
転
は
続
き
ま
す
。
わ
ず

か
二
代
後
に
は
石
神
（
東
海
村
）
に
、
そ

の
後
菅
谷
（
那
珂
市
）
に
、
そ
の
二
代
後

に
は
佐
竹
氏
の
招
き
に
よ
り
久
米
に
移
転

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
そ
し
て
延
宝

三
年 （
一
六

七
五
）
に
光

圀
に
よ
っ
て

磯
浜
村
（
大

洗
町
祝
町
）

に
寺
領
を
寄

進
・
再
興
さ

れ
現
在
に
続

い
て
い
ま
す
。

�
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大
根
田
で
は
、
願
入
寺
が
去
っ
た
後
、

 
国  
長 
阿
弥
陀
院
末
寺
の
真
言
宗 
成  
就  
院 

く
に 
お
さ 

じ
ょ
う 
じ
ゅ 
い
ん

と
い
う
寺
院
が
こ
の
地
に
創
建
さ
れ
ま
し

た
。
清
龍
権
現
は
そ
の
境
内
社
と
し
て
祀

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
成
就
院
が
江
戸

時
代
後
期
の
天
保
年
間
に
廃
寺
に
な
っ
た

あ
と
も
、「
成
就
院
の
守
り
神
」
と
し
て
地

元
の
人
々
か
ら
崇
敬
を
う
け
、
現
在
は
下

小
瀬 
上  
国 
集
落
二
五
軒
で
祠
守
を
し
て
い

か
み 
く
に

ま
す
。「
ケ
ガ
レ
・
災
厄
を
払
う
神
様
」

と
し
て
、
葬
式
を
終
え
る
と
ま
ず
清
龍
さ

ま
に
お
参
り
し
て
か
ら
野
良
仕
事
に
出
か

け
た
そ
う
で
す
。
毎
年
一
一
月
一
五
日
の

お
祭
り
に
は
当
番
の
家
が
甘
酒
を
作
り
参

詣
人
に
振
舞
い
ま
し
た
。
今
年
か
ら
は
甘

酒
を
廃
止
し
た
も
の
の
、
赤
飯
や
煮
し
め

を
作
る
の
は
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
ま
す
。

昔
は
夕
方
近
く
に
始
ま
っ
て
、
夜
に
な
っ

て
も
燈
籠
を
つ
け
て
行
っ
て
い
た
そ
う
で

す
が
、
現
在
は
午
後
二
時
頃
か
ら
二
時
間

ほ
ど
で
終
わ
り
に
な
り
ま
す
。
日
曜
日
に

変
え
る
こ
と
な
く
日
付
を
守
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
地
元
有
志
に
よ
っ
て
結
成
さ

れ
た
大
根
田
遺
跡
保
存
会
が
平
成
一
一
年

に
行
っ
た
願
入
寺
・
成
就
院
跡
の
史
跡
整

備
の
際
、
銅
鏡
が
二
点
出
土
し
ま
し
た
。

一
点
は
直
径
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

で
室
町
時
代
の
作
、
も
う
一
点
は
一
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
江
戸
時
代
中
期
以

降
の
作
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
銅
鏡
が
ど
ち

ら
か
の
寺
に
関
わ
る
も
の
か
は
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
偶
然
に
も
大
洗
町
の 
大
洗  
磯 

お
お
あ
ら
い 
い
そ

 
前  
神  
社 
の
大
鳥
居
横
に
も
「
青
龍
権
現
」

さ
き 
じ
ん 
じ
ゃ

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。（
表
記
は「
清
良
神

社
」） 『
茨
城
県
神
社
誌
』
に
よ
れ
ば
、
小
幡

城
主
で
非
業
の
最
期
を
遂
げ
た
と
さ
れ
る

小
幡
宥
円
を
祀
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
ち
ら
も
そ
の
名
称
と
立
地
か

ら
、
ケ
ガ
レ
を
払
い
清
め
る
意
味
が
あ
る

よ
う
で
す
。
両
社
に
か
か
わ
り
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

軍
司
兵
衛
さ
ん
に
聞
き
取
り
調
査
に
御

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

�������������������	�
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おお ね だ がん りゅう じ あと せい りゅう ごん げん

▲大根田願入寺・成就院跡

▲大洗町の願入寺

▲清龍神社のお祭り
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嶐
郷
小
学
校
は
、
美
和
地
域
に
あ
り
、
国

道
２
９
３
号
線
を
那
須
那
珂
川
町 （
馬
頭
）方

面
に
進
み
、
花
立
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
右

前
方
高
台
に
、
三
階
建
て
の
校
舎
と
体
育
館

を
擁
す
る
、
嶐
郷
小
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

学
校
の
西
隣
に
は
、
三
浦
杉
で
有
名
な
吉

田
八
幡
神
社
。
国
道
２
９
３
号
線
を
馬
頭
方

面
に
お
よ
そ
１
㎞
進
む
と
「
道
の
駅
み
わ
☆

ふ
る
さ
と
館
・
北
斗
星
」。
そ
こ
よ
り
栃
木
県

境
ま
で
５
㎞
ほ
ど
進
む
と
「 
鷲  
子  
山  
上  
神 

と
り
の 
こ 
さ
ん 
し
ょ
う 
じ
ん

 
社 
」
が
あ
り
ま
す
。
道
の
駅
・
北
斗
星
は
、

じ
ゃ常

に
県
内
外
の
観
光
客
の
憩
い
の
場
と
し
て

に
ぎ
わ
っ
て
お
り
、
地
域
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

三
浦
杉
は
２
株
か
ら
な
り
、
樹
齢
約
８
５

０
年
・
樹
高
約　

ｍ
・
周
囲
約
９
ｍ
の
巨
木

５８

で
県
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
県
の
指
定
文
化
財
「
鷲
子
山
上
神

社
」
は
、
彫
刻
で
有
名
な
「
随
神
門
」
な
ど

を
有
し
、
茨
城
・
栃
木
両
県
に
ま
た
が
る
特

色
あ
る
神
社
で
す
。
例
大
祭
で
は
、
彫
刻
で

装
飾
さ
れ
た
、
各
地
区
ご
と
の
屋
台
山
車
が

登
場
し
巡
行
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
悠
久
の
歴
史
・
地
域
文
化
・

豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
嶐
郷
地
区
で
す

が
、
嶐
郷
小
学
校
の
日
常
生
活
や
学
校
生
活

に
お
い
て
も
、
よ
き
教
育
環
境
と
し
て
息
づ

い
て
い
ま
す
。
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徒
歩
機
会
が
少
な
く
運
動
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
登
校
す
る
と
す
ぐ
「
さ
わ
や
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
名
称
で
、
全
校
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

中
休
み
に
は
「
元
気
っ
子
タ
イ
ム
」・「
偕

遊
の
時
間
」
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
季
節
に
よ
り
、
持

久
走
・
な
わ
と
び
・
一
輪
車
・
鉄
棒
運
動
・

ダ
ン
ス
等
の
活
動
を
元
気
に
し
て
い
ま
す
。

防
犯
教
室
」
等
、
多
彩
で
多
様
な
体
験
活
動

が
計
画
さ
れ
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
外
か
ら
の
先
生
方
に
よ
る
専
門
的
な

ご
指
導
は
、
児
童
の
興
味
・
関
心
を
大
き
く

刺
激
し
、
学
習
意
欲
向
上
や
個
性
伸
長
に
成

果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
一
人
一
人
の
個
性
を
多
様
な
体
験
活

動
設
定
に
よ
っ
て
磨
く
機
会
と
す
る
こ
と

は
、
本
校
の
大
き
な
取
り
組
み
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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登
下
校
時
は
、
学
校
を
起
点
と
す
る
４
方

面
に
２
台
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
し
て
い

ま
す
。

　

登
校
は
、
全
学
年
一
斉
の
乗
車
と
な
り
ま

す
が
、
下
校
は
、
曜
日
に
よ
っ
て
、
早
番
（
下

学
年
）
と
遅
番
（
上
学
年
）
の
２
回
・
８
運

行
に
な
り
ま
す
。

　

登
下
校
時
の
安
全
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
と
地
域
の
方
々
に
よ
る
乗
車
場
所
へ
の

送
迎
に
よ
っ
て
、
お
陰
様
で
手
厚
く
確
保
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
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幼
保
小
連
携
教
育
モ
デ
ル
市
町
村
事
業
に

平
成　

年
度
よ
り
取
り
組
み
、
幼
稚
園
・
保

１７

育
所
・
小
学
校
連
携
に
よ
る
教
育
活
動
の
実

践
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
の
人
格
形
成
に
は
、
幼
稚
園
・
保
育

所
・
小
学
校
の
連
携
教
育
が
大
切
で
あ
る
こ

と
の
認
識
に
立
っ
て
、
教
育
活
動
の
連
携
実

践
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
活
動
に
は
、「
幼
稚
園
訪
問
」

 「
保
育
所
訪
問
」「
交
流
活
動
」「
こ
ん
に
ち
は

の
会
」
等
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
特
に
美
和
中
学
校
や
檜
沢
小
学

校
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
交
流

活
動
を
進
め
て
お
り
、
相
互
授
業
参
観
や
合

同
自
動
車
工
場
見
学
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
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「
し
い
た
け
栽
培
」「
お
も
し
ろ
理
科
先
生
」

 「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」「
老
人
ホ
ー
ム
訪
問
」

 「
鷲
子
囃
子
体
験
」「
保
育
所
・
幼
稚
園
訪
問
」

 「
わ
く
わ
く
自
然
教
室
」「
交
通
安
全
教
室
・

児童数：137人
(小田野22　�58－2419）
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めざす児童像

▲うどん打ち体験活動

▲5年総合学習「伝統芸能　鷲子囃子」

▲おもしろ理科先生
「炭酸ロケットをつくろう」
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年１２月号２５
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　図書情報館の資料が、各公民館図書室で借りられる
ことになりました（視聴覚資料・雑誌を除く）。図書情
報館利用カードの作成や、本の受取・返却ができます。
　公民館図書室にある検索端末で希望の本を検索し、
貸出申込票に記入の上、公民館の職員へお渡しくだ
さい。

�美和かわせみの会のおはなし会���������	
�ロゼのつどいのおはなし会������������	
�めばえの会のおはなし会�������������	
�どんどんちっちのおはなし会�����������	
�はみんぐばあどのおはなし会����������	
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�子ども放送局
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10日・24日
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・山方公民館図書室 �57－2903
・美和工芸ふれあいセンター �58－2142
・緒川総合センター �56－5111
・御前山公民館図書室 �55－2116
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古紙配合率����再生紙を使用しています 
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常陸大宮市の人口（１１月１日現在・推計常住者）

総人口４６，８１３人（男２２，８５９人、女２３，９５４人）
世帯数１６，２６９世帯

　市内には、いつくもの展望台があります
が、中でも山方地域にある休場展望台と御
前山地域にある三王山展望台では、秋の深
まりとともに霧の発生が多く、雲海がしば
しば見られます。
　雲海が発生する時期は、春または秋 （冬
を除く10月～２月）に現れやすく、なるべ
く無風状態で湿度が高く、十分な放射冷却
がある時が見られやすいと言われます。ま
た、発生するのは夜明け前から早朝まで。
あっという間に消えてしまいます。
　展望台から見る雲海は、近隣の山々が大
海の小島になるような雄大で幻想的な風景
が広がります。

▲山王山展望台（撮影：青木猛さん）

　11月18日、プレ国民文化祭・茨
城県芸術祭吟詠剣詩舞道大会が常
陸大宮市文化センター（ロゼホー
ル）にて開催されました。
　県内の吟詠剣詩舞愛好者の
方々、総勢約1,000人が合吟コン

クールや 大  合  吟 、企画構成吟「蒙古の 砂  塵 」に出演しました。
だい ごん ぎん さ じん

　大会のオープニングでは、大場小学校児童全員による合
吟「弘道館に梅花を賞す」の発表があり、２ヶ月という短
い練習期間でしたが、立派に舞台に立ち合吟を披露しまし
た。来年の国民文化祭・全国吟詠剣詩舞道祭では合吟に合
わせて、扇子を使って舞う「詩舞」も披露します。これか
らたくさんの練習を重ねていきますので、さらにすばらし
い吟舞を披露できることでしょう。
　また企画構成吟「蒙古の砂塵」は、２度にわたる蒙古襲
来や、元と宋の攻防が迫力のある吟舞により表現されてお
り、吟詠剣詩舞の奥深さを感じ取ることが出来ました。
　大会は万歳三唱にて幕を
閉じ、出演者の方々は満足
げな表情で文化センターを
後にしました。
　今大会の成功を来年の国
民文化祭へ繋いで行きたい
と思います。

▲休場展望台（撮影：大森清文さん）

「全国吟詠剣詩舞道祭」
平成20年11月２日
会場　常陸大宮市文化センター
 「西塩子の回り舞台 （グリーンふるさと文化フェスティバル）」
平成20年11月８日・９日
会場　大宮公民館塩田分館グランド

　県北地域の豊かな自然や様々な体験交流
を楽しむライフスタイル「いばらき　さと
やま生活」のロゴマークが決定しました。
　今後、このロゴマークを活用し、官民が
連携・協働して地域の魅力を発信していき
ます。

 〈問い合わせ先〉
"いばらき さとやま生活"推進会議　�029-301-2725
ホームページ
http://www.satoyama-life.pref.ibaraki.jp/

国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008
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